十 世紀 旗手 

_ I (生れて、 すみません。) 

太宰治 



参唱 同行 二人 

巡礼し ようと、 なんど 真剣に 考えた か 知れぬ。 ひと 

1Q- げがさ 

リ 旅して、 菅笠に は、 同行 二人と 細く したためて、 私 

と、 それからもう 一人、 道づれ の、 その、 同行の 相手 

は、 姿見えぬ 人、 うなだれつつ、 わが 背後に しずかに 

じょうじょう 

つきしたがえる もの、 水の 精、 嫋 々 の 影、 唇 赤き 少 

年 か、 鼠い ろの 明 石 着た る 四十の マダム か、 レモン 石 

鹼 にて 全身の 油 を 洗い流して 清浄の、 やわらかき 乙女 

か、 誰と 指呼で きぬながら も、 やさしき もの、 同行 二 



人、 わが 身に 病い さえなかったなら、 とうの 昔、 よき 

^ 、わ 

音の 鈴 もちて 曰く ありげ の 青年 巡礼、 かたち だけで も 

清ら に 澄まして、 まず、 誰さん、 某さん、 おいと ま 乞 

いに お宅の 庭 さきに 立ちて、 ちり りんと 鈴の 音に さえ 

わが 千万無量の かなしみ こめて、 庭に 茂れる 一木 一草、 

これが 今生 の 見納め、 断絶の 思い くるしく、 泣き 泣き 

巡礼、 秋風と 共に 旅立ち、 いずれ は 旅の 土に 埋められ 

るお のが 果なき さだめ、 手に とる ように、 ありあ リと、 

判って 居ります。 そうして、 そのうちに、 私 は、 どう 

やら、 おぼつかなき 恋をした。 名 は 言われぬ。 恋をし 

た 素ぶ りさえ 見せられぬ、 くるしく、 口く さって 



「前略。 手紙で 失礼です がお 願いいた します。 本社 発 

行の 『秘中の秘』 十月 号に 現代 学生 気質 ともいうべき 

学生々 活の 内容 を 面白い 読物に して、 世の 遊学 させて 

いる 父兄 達に、 なるほどと 思わせる ような もの を 載せ 

たいと 思う のです。 で、 代表的な 学校、 (帝 大、 早稲 田、 

慶応、 目白 女子大学、 東京 女子 医専 など) を えらび、 

毎月 連載した いと 思います。 ついては、 先ず 来月 は 帝 

大の 巻に したいと 思います が、 貴方 様に お願いで きな 

いかと 思う のです。 四百 字 詰 原稿 十五 枚 前後、 内容 は 

リアルに 面白く お願いし たいと 存じます。 締切 は、 か 



ならず、 厳守して 頂きたい と 存じます。 甚だ 手紙で 

失礼です が、 ぜひ 御 承諾 下さって 御 執筆の ほど 懇願い 

たします。 『秘中の秘』 編輯 部 ご 

こ-つ ちり 

「はは あ、 蝙蝠 は、 あれ は、 むかし 鳥獣 合戦の 日に、 

あちこち 裏切って、 ずいぶん 得して、 のち、 仕組みが 

ばれて、 昼日中 は、 義理が わるくて 外出で きず、 日没 

とともに、 こそこそ 出歩き、 それでも やはり はにかん 

す さ 

で、 ずいぶん 荒んだ 飛び かたして いる。 そう、 そう、 

忘れて いました、 たしかに、 それに、 ちがいない、 い 

や、 あなたの ことで は ございませぬ。 私 内心う ち 明け 



七唱 わが 日 わが 夢 

—— 東京 帝国 大学 内部、 秘中の 

秘。 —— 

(内容 三十 枚。 全文 省略。) 

ふんぬ けいぼう 

八唱 憤怒 は 愛慾の 至高の 形貌 にして、 

云々 

「ちょっと 旅行して いました 留守に 原稿 やら、 度々 の 



落ちついて いるが、 それで は、 私 は、 どうす る。 一日 

一 ぱい、 人に 知られず、 くやし 泣きに 泣いて ばかりい 

る、 この 私 は、 どうす る。 その 日 も、 私 は、 巿 川の 駅 

へ ふらと 下車して、 兄い もうと、 という 活動写真 を 見 

もて ゆく にした がい、 そろそろ 自身 狼默、 歯く いしば つ 

さよ さ 

て も 歐欷の 声、 そのうちに 大声 出そう で、 出そう で、 

小屋から まろび 出て、 思いの たけ 泣いて 泣いて 泣いて 

から 考えた。 弱い、 踏みに じられ たる、 いまさら 恨み 

一一 一一 n えた 義理 じ やない 人の 忍びに 忍んで、 こらえに こら 

えて、 足げ にされ たる 塵芥、 腐った 女の、 いまわの き 

わの 一す じの、 神への 抗議、 おもん の 憤怒が、 私 を 泣 



かせた、 ここ を 忘れて はならない、 人の子、 その 生涯 

に、 三た び、 まことに 憤怒す る こと あるべし、 とモォ 

ゼの眩 き。 

どのような 人で も、 生きて 在る 限り は、 立派に 尊敬、 

要求すべき である。 生 ある もの、 すべて 世の中に なく 

て かなわぬ 重要の 歯車、 人 を 非難し、 その 人の 尊 さ、 

かれの わびし さ、 理解で きぬと あれば、 作家、 みごと 

に 失格で ある。 この 世に 無用の長物 ひとつ もな し。 

らん どう 

蘭 童 あるが 故に、 一女 優の ひとすじの 愛 あらわれ、 菊 

池 寛の 海容の 人情 讃 えられ、 または 蘭 童 かかりつ けの 

け , まう 

X X の 閨房に 御 夫人 感謝の つ つましき 白い 花咲いた。 



き 声して、 いま 所持のお 金き つちり 三十 銭、 私の 不注 

意で ございました。 なんとか 助けて 下さい、 と 懇願し 

て も、 その 三十 歳く らいの 黄色い 歯の 出た 痩せこけた 

老婆、 ろくろく 返事 もな く、 規則 は 規則です からね え、 

と 眩いて、 そろばん ぱちぱ ち、 あまりの ことに 私 は 言 

葉 を 失い、 しょんぼり 辞去いた しました が、 篠 つく 雨 

の 中、 こんなば かげた ことがあ ろうか、 まごう かたな 

き 悪玉、 私う まれて このかた 二十 八 年、 あとに もさき 

にも、 かの 女 事務員 ひとり、 他 は、 すべて、 私と 同じ 

くら い の 無心の 善人で) J ざいました。 いまの あの 編輯 

人の 無礼 も、 かれの 全 然無 警戒 のしから しめた 外貌に 



「萱 野さん、 かぞえて 下さい。 きちんとして 置こう よ- 

気まず さも、 一 時の 気まず さも、 生きて 行く ために、 

どうしても 必要な ことなの だから ご 

言葉の ままに、 わかる 女 だ。 こちらの 気持ち を、 そ 

のま ま 正確に キャッチ、 やや 口 ひきしめて 首肯き、 お 

ぼっかな き 風の 手つきで、 かぞえた。 十七 枚。 ふと 首 

かしげて、 とっさに 了解。 薔薇 は 蘇生した。 ゆっくり 

真紅 含羞 の 顔 を あげて、 私の、 ずるい、 平気な 笑顔 を 

見つけて、 小娘の ような 無染の 溜息、 それでも、 「むず 

かしい のね え、 ありが とうご とかし こい 一 言、 小声で 



終唱 そうして、 このごろ 

芸術、 もともと 賑やかな、 華美の 祭礼。 プゥシ ユキ 

ン もとより 論 を 待たず、 芭蕉、 トルストイ、 ジ ッド、 

みんなす ぐれた ジャ アナリスト、 釣 舟の 中に 在って は、 

われの み簑を 着して 船頭なら びに 爾余の 者と は 自ら か 

たち 分明の 心得 わすれぬ 八十 歳ち かき 青年、 XX 翁の 

救われぬ 臭 癖 見た か、 けれども、 あれで よいの だ。 芸 

術、 もとこれ、 不倫の 申し わけ、 —— 余談 は、 さて 置 

き、 萱 野さん と は、 それつ きりな の？ ああ、 どのよ 

うな ロマンス にも、 神 を 恐れぬ 低劣の 結末が、 宿命的 



ああ、 あざむけ、 あざむけ。 ひとたび あざむけば、 

君、 死ぬ ると も 告白、 ざんげし てはいけ ない。 胸の 秘 

こ 1 つち 

密、 絶対 ひみつの まま、 狡智の 極致、 誰に も 打ち あけ 

ずに、 そのまま 息 を 静かに ひきとれ。 やがて 冥途と や 

らへ 行って、 いや、 そこで も だまって 微笑む のみ、 誰 

にも 言うな。 あざむけ、 あざむけ、 巧みに あざむけ、 

神より 上手に あざむけ、 あざむけ。 

ものの みごとに だまされ 給え。 人、 七 度の 七十 倍 ほ 

ど だまされてから でなければ、 まことの 愛の 微光 を さ 



にくし やくしゃ 満載、 みんな 君への 楽しき お土産、 け 

れ ども 非運、 関税の ベら 棒に 高くて、 あたら 無数の 宝 

物、 お 役所の、 青 ペンキで 塗りつ ぶされ たる トタン 屋 

じょ-つ 

根の 倉庫へ、 どさんと ほうり 込まれて、 ぴ しゃんと 錠 

をお ろされ て、 それつ きり、 以来、 十 箇月、 桜の 花 吹 

やぶか とんぼ 

雪より 藪 蚊 を 経て、 しおから 蜻蛉、 紅葉 も 散り、 ひと 

ちまた 

びと 黒い マント 着て 巷 を うろつく 師走に いたり、 やつ 

と金 策 成って、 それ も、 三十に ちかき 荷物のう ち、 もつ 

とも 安直の、 ものの 数なら ぬ 小さい 小さい バスケット 

しんちゅう 

一 箇 だけ、 きらきら 光る 真鍮 の、 南京錠び ち つ と あけ 

て、 さて 皆様の 目の まえに 飛び出し たもの は、 おや、 



底本： 「太宰 治 全集 2」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1988 (昭和 S) 年 9 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本： 「筑摩 全集 類聚 版 太宰治 全集」 筑摩 書房 

1975 (昭和^) 年 6 月〜 1976 (昭和 S) 年 6 

月刊 行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 小 林繁雄 

1999 年 8 月 7 日 公開 

2 oo 5 年^ 月^日 彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



